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経済論叢(京 都大学)第163巻 第5・6号,1999年5・6月

「フ ァ ミコ ン」 開 発 と ビデ オ ・ゲ ー ム産業

形 成 過 程 の 総.合的 考察

一 現代 ビデオ ・ゲーム産業の形成過程(3)一

.1は じ め に

藤 田 直 樹

1950年 代 末 か ら60年 代 初 頭 にか けて,ア メ リカ の研 究 機 関 な どを 中心 に誕 生

.した 画像 を利 用 した新 しい 娯 楽 は,70年 代 に 入 る と 「ビデ オ ・ゲ ー ム」 と して

商業 基 盤 を確 立 し,現 在 まで様 々な意 味 で.発展 を遂 げて き.た。

筆 者 は前 々稿'〕で は ビ デ オ ・ゲ ー ム の誕 生か ら米 国市 場 の 生 成,発 展,..崩壊

.の過 程 を,前 編2,で は 日本 業 務 用 市場,家 庭 用 市場 の形 成過 程 を 「フ ァ ミリー

コ ン ピュ ー ター 」,通 称 「フ ァ ミコ ン.」が 市 場 に登 場 す る 直前 まで 考 察 した 。

米 国で は業 務 用,家 庭 用 と もほ ぼ 同時 期 に登 場 し発 展 して い くが そ の 両市 場

.で 中心 と な った の が ア タ.リ杜(Atari)で あ った 。.特に家 庭用 は マ イ ク ロ プ ロ

セサ の 登場 に よ り70年 代 後 半 に は汎 用 型 が 登 場 し,ソ フ トとハ ー ドが 分 化 した。

80年 代初頭にはアタリ社の 「VCS」が 累積販売台数で1000万 台を越える普及.

を実現 す るが,82年 末 か ら83年 にか けて 同 社 の.売 ヒは急 激 に 縮小 し,そ れ と と

もに米 国家 庭 用 市 場 全 体 が 事 実 上 の 崩 壊 に 追 い 込 ま れ た 。

一方 日本 で は業 務 用 は
,50年 代 か ら築 か れ て い た ア ミュ ー ズ メ ン ト産 業 の対

応 とい う形 で 米 国 と時 をお か ず に市 場 に登 場 し,70年.代 末 の 「ズペ ー ス イ ン

.1)拙 稿 「米 国 にお け る ビデ オ ・ゲ ー ム産 業 の形 成 と急 激 な崩 壊一 現代 ビデ オ ・ゲ ー ム産 業 の 形成.

過 程 〔1}一」 「緯 済論 叢 」 第162巻 第5・6号,ユ998年11・12∫]。

2)拙 稿 「「フ ァ ミコ ン 」登 場 前 の 日本 ビ デ オ.・ ゲ ー ム 産業一 現代 ビデ オ ・ゲ ー ム産 業 の形 成 過 程.

:2ト 」 『経 済論 叢 」 第 ⊥63巻 第3号.1999年3月 。
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べ 一 ダー ・ブ ー ム」 とそ の 終 焉 によ る激 しい 開発 競 争 の 中で そ の後 の ビ デ オ ・

ゲ ー ム産 業 を決:定づ け る 「ス プ ライ トグ ラフ ィ ックス方 式 」 と呼 ば れ る動 画 処

理..ヒの技 術 革 新 を迎 え る こ とに な.つた 。

日本 家 庭 用 で は,任 天 堂 を 中心 と して発 展 して い くが,.専 用LSIゲ ー ム 機

か ら汎 用 ゲ ー ム機 へ の.発展 の 過 程 で,携 帯型 ゲ ー ム機 の登 場 と そ の ブー ム及 び

同社 の業 務 用 へ の 進 出 に よ りそ の 汎 用 型 へ の発 展 は米 国 よ り遅 れ る こ と にな っ

た。..そして任 天 堂 の この 時 期 の 業務 用.市場 へ の進 出 は,こ の技 術 革 新 を同社 内

に取 り込 む とと もにそ の 過 程 で の 失敗 と成功 の経 験,そ してそ の技 術 に立 脚 し

た ソフ トとそ れ を 開 発 す る 人材 とい う蓄積 を任 天 堂 に もた らす こ と にな った こ

とを明 らか に した 。

以.ヒの よ うな 考 察 に 引 き続 き,本 稿 で は,フ ァ ミ リー コ ン ピ ュ.一夕ー の 開.発

過 程 を考 察 す る こ とに よ って前 編 で 明 らか に した よ う な蓄 積 が い か に フ ァ ミ コ

ン とい う製 品 に生 か さ れ て い ったか を考 察 し,そ の成 功 要 因 を明 らか に す る 。

そ れ と と もに,筆 者 は これ まで ビデ オ ・ゲ ー ム産 業 の 形 成 過 程 の 評 価 に は米 国

市 場,日 本 業 務 用 市場,日 本 家 庭用 市 場 を それ ぞ れ 個 別 に評 価 す る こ とで は不

十 分 で,そ れ らを 総 合 的 に考 察 しそ の連 関 を明 らか にす る こ とが必 要 で あ る こ

と を述 べ て きた が,前 々 稿,前 編,そ して 本稿 の考 察 を通 じて そ れ が 可能 に

な った と考 え て い る 。 そ こで 本 稿 で それ を行 う こ と に よ って,ビ デ オ ・ゲ ー ム

産 業 の 形 成 過 程 を 明 らか に した い と思 う。

構 成 は 以 下 の通 りで あ る。 まず 第 証節 で は フ ァ ミコ ンの 開発 過程 を考 察 し3},

第 田節 で フ ァ ミコ ンの成 功 要 因 を抽 出す る。 そ して 第N節 に お い て 米 国市 場,

日本 業務 用 市場,日 本 家 庭 用 市 場 の 総 合 的 考 察 を行 い,ビ デ オ ・ゲ ー ム産 業 の

形 成 過程 考 察 の ま とめ とす るq

3>任 天 堂の製品開難過程につい て考察 した ものには,高 野 雅情…一ファ ミコン開発物 語」 『日経エ

レク トロニクス』に連載,な どがあ る。

レ 忌.
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「ファ ミコン」開.発とビデ オ ・ゲーム産業形成過程の総合的考察.(513)71

11「 フ ァ ミ リー.コン ピ ュ ー タ」 の 開発

ユ978年 に ナ ム コ 社 が 開 発 し た 「ギ ャ ラ ク シ ア ン」 は,「 ス プ ラ イ ト グ ラ

フ ィ ッ クス 方 式」(以 下 ス プ ラ イ ト方 式)と 呼 ば れ る新 しい 動 画 処 理 方 式 を採

用 し,そ の た め の 専 用 回 路 を 内 蔵 して い た 。 こ れ は そ れ ま で ρ 「フ ル グ ラ

フ ィ ック ス方 式 」 で は困 難 で あ った多 数 の キ ャラ ク タ を なめ らか,高 速 か つ 自

由 に動 か す こ とを可 能.にす る とい う点 で ビデ オ ・ゲー ム に決 定 的 な 変 化 を もた

ら した。80年 代 以 降 次 々 に生 み 出.され た新 しい ジ ャ ンルの ビデ.オ ・ゲ ー ム は こ

の ス プ ラ イ ト処 理 方 式 の登 場 な くして は実 現 不 可 能 な もの が ほ とん どで あ り,

そ の意 味 で は少 な く.とも二次 元 処 理 に お い て は ビデ オ ・ゲー ム産 業 を 技術 的 に

も,ま た そ の技 術 な く して は開 発可 能 な ソフ トが 大 幅 に限 定 され る とい う意 味

で ソ フ ト的 に も規 定 す る技 術 で あ った 。

専 用LSIを 利.期 した 家 庭 用.ゲー ム機 の限 界 か ら業 務 用市 場 に 進 出 して い た

上 村 雅 之 を 中心 とす る任 天 堂 開発 第2部 の技 術 者 た ち は,こ の ギ ャ ラ ク シ ア ン

に シ ョ ッ クを受 け,そ の 中心 で あ った 耳 プ ライ ト方 式 を実 現 す る回 路 開発 に 没

頭 す るの。 こ う して 開発 した 「レ ー ダ ー ス コー プ」.はハ ー ド的 に は 当 時 と して

は最:高水 準 の もの で あ った が,高 価 格 で あ り,零 た ソフ トと して の 魅 力 に 欠 け

て い たた め に市 場 に受 け入 れ られ る こ とは なか った 。 この 危 機 自体 は 宮 本 茂 の

ア イ デ アで あ る.「ドン キー コ ン グ」 に改 造 す る こ とに よ って 救 わ れ る こ とに な

るが,こ の こ とを き っか け に任天 堂 は 業務 用 事 業 か らの 撤 退 を決 定 す る。

そ う した経 験,技 術 な ど を蓄積 しなが ら も業 務 用 事 業 の 縮 小 に よ って事 実 上

の失 業 状 態 に陥 った 開発 第2部 の技 術 者 た ちが 着]し た の が,当 時 ア メ リ カで

広 範 な市 場 を獲 得 して い た家 庭 用 汎用 ビデ オ ・ゲー ム機 で あ った 。 上 村 は 「ド

ンキ ー コ ング を家庭 で遊 べ る よ うな」 家 庭 用 汎 用 ビデ オ ・ゲー ム機 を イメ ー ジ

す る。 一 方,「 ゲ ー ム&ウ ォ ッチ 」 の 限 界 を 感 じ取 っ て い た 社 母 の 山 内 博 も.

の 高 野 雅 晴 「フ ァ ミコ ン開発 物 語(第6回}業 務 用 ゲ ー ム機 の 挫折 を バ ネに フ ァ ミコ ンの実 現 に

挑 む 」 旧 純 エ レク トロ ニ クス 」M6-77,1994年9月,lZ5-125ペ ー ジ。
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様 々 な 情 報 か ら家 犀 用 汎 用 ビデ オ ・ゲ ー ム 機 を次 の 商 品 と 感 じ取 っ て い た 。

1981年10月,山 内 は.卜村 に示 唆 し,.L村 は家 庭 用 汎用 ビデ オ ・ゲ ー ム開 発 に乗

り出 す こ とに な る。 上 村 は まず 若 手 技術 者 に 家庭 川 汎 用 ビデ オ ・ゲ 「 ム機 実現

の 可 能 性 を探 らせ る こ とか ら 始 め る。 解 答 は ド ンキ ー コ ン グ の 回 路 を も と に

LSIを 開 発 す れ ば 実 現 で き そ う とい う もの で あ っ た。 そ の 報 告 を 受 け82年6

月,実 際 に 開発 を開 始 す る%こ の 直 前 コ レ コ社(C・le・ ・Indu・me・).の 人 間

が コ レ コ ビ ジ ョ ン5,(colecovision)を 持 って 任 天 堂 を訪 れ た。 そ の 性 能 は任

天 堂 の 開発 ス タ ッフ を驚 か せ るに.卜分 で,以 後 開発 機 の一 種 の イ メー ジ商 品 と

な る%

家 庭 用 汎 用 ビデ オ ・ゲ ー ム 機 の 性 能 を 決 め る重 要 な 要 素 はLSI,特 に ゲ ー

ム 自体 に 直 接 影 響 す る とい う点 で 画 像 処 理 用 プ ロ セサ(PPU)と 中 央処 理 装

置(CPU).で あ る。任 天 堂が 最 初 に 取 りか か る の もLSIの 開 発 で あ る。 こ の

時 パ ー トナー.に選 ん だ のが リ コーで あ っ た。 同社 は1980年 に半導 体 事 業 に参 入

した 新 規 参 入 者 で,81年.4月 に75億 円 をか けて 大 阪 府 池 田市 に最 新 鋭 の カス タ..

ムIC専 用 工 場 を完 成 させ た ばか りで あ った が,実 績 の 不 足 か ら外 販 相 手 を見.

つ け る こ とが で きず 苦 境 に陥 っ てい た8,。任 天 堂 と リコ ー は 業務 用 部 門 の 頃 か

らの 関係 で あ る。 リコ ー の半 導 体 事 業 参 入 を 実 現 したgは か っ て任 天 堂 が 三 菱

電機 と専 用LSIゲ ー ム機 を共 同 開発 して い た 際,同 社 で 専 用LSI設 計 を担 当

し,そ の 後 リ コ ーへ 移 籍 した入 木 広 満 で あ っ だ 〕。 そ れ だ け で は な く当 時 世 界

は極 度 の.IC不 足 の 状 態 に あ り,半 導 体 メー カー に と.って み れ ぼ 任 天 堂 の 厳 し

い 要 求 を実 現 して 低 価 格 な ゲー ム機 用LSIを 作 る よ り も高 価 格 な パ ソコ ン用

LSIを 作 る ほ うが 楽 な 選 択 で あ った 。 そ の た め 苦 境 に立 っ て い た リコ ー 以 外

5)同 上論文,125ペ ージ、

6)筆 者前. 稿々参樵

7)高 野雅晴 「ファ.ミコン開発物語(第7回)業 務用ゲーム機の仕様を家庭用に,LSIO開 発か

ら着手」「日経エ レクトロミクス」第624弓.,1994年12月、123-124ページ.

8)「 爆発する 「ファミコン」パワー 巨大な半導体ビジネスを生む」泊 経パソコン1第40号,.

1985年工2月,9σ一106ページ。「7ァミコン現象の解剖[1ユ 」「週刊東洋経済』1986年2月15日 号,

36-41ページ。

9)高 野,前 掲論文,r日 経エレクトロニクス」第6別号,.1994年ユ2月,124ベージ。
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に任 天 堂 の要 求 に応 え る半 導体 メー カー は.なか っ た よ うで あ る。 また リコー 自

.身 も家 庭 用 ゲ」 ム機 に関 心 を抱 い て い た。

任 天 堂 が フ ァ ミコ ン開発 に.おい て 明瞭 に意 識 して い た こ とは ,先 述 した よ う

に 自社 の 業.務用 ビデ オ ・ゲ ー ムで あ る ドンキー コ ン グを完 全 に再 現 す る こ とで

あ った 。 当 時 家 庭 用 ゲ ー ム機 に使 用 され て い たPPUは パ ソ コ ン用 の もの が 一.

般 的で あ っ たが これ ら は文 字処 理等 に優 れ て い る分 画 像 処 理 に向 い て い る.とは.

い えず,業 務 用 の最新 ビデ オ ・ゲ ー みで あ る ドンキー コ ングを 再 現 す る こ とは

到 底 で きな か った 。 そ こで 任 天 堂 は新 しいPPUの 開発 を決 断 す るユの。 業 務 用

ゲ ー ム機 の 画像 処 理 用 回路 をチ ップ化 す る とい う当 時 不 可 能 と.考え られ て い た

難 題 を任 天堂 は リコ ー.との 密 接 な開 発 関 係 に よ って 実現 して い く11}。

も う 一 つ1'Mに 関 し て 重 要 な 点 はCPUの 選 択 で あ っ た。 当 時 一 般 的 で.

あ った の はザ.イロ グ社.(Z:il`)筈)の 「Z80」 で あ った が り コニ は 自 らが ラ イセ ン

ス権 を 所 有 す る 米 ロ ック ウ ェル 社(Rockwell)の 「6502」 を 薦 め た
。6502は

ア ップ ル社(Apple)の 「AppleII」 で 使 用 され て い.た8bitCPUで
,パ イ.プ

ライ ン処 理 に よ り同 ク ロ ック数 の他 チ ップよ りも速 い処 理 速 度 を実 現 してい た
。

ま た 当 時 の リ コー 半 導 体 工 場 は 最 新 鋭 で あ り,6502をZ80に 比 べ チ ップ面 積

.で1/4と 小 さ く作 る こ とが で き,コ ス トダ ウ ンを 考 え れ ば これ は重 要で あ っ た。

同時 に6502は 当 時 国 内 で は あ ま り知 られ てお らず,他 社 の模 倣 を防 ぐ点 で 大 き

な意 味 を持 つ と考 え られ た ⊥㌔ これ.らの 点 を考 慮 して 任 天 堂 は6502の 採 用.を決

意 す る。

10)「 ぜ っか く新 しく開発す るのだ か らAtari2600やC.LccoVisionを 越 える もの にした い
。 そ

こで,「 業 務用ゲーム機の仕様 を可能 な限 りそのまま取 り込む[こ とを前提 に,画 像用 プロセサ
な どを開発 するこ とに した∫。同 ヒ論文,124ペ ー ジ咳

ユ1)「 難 しい注文だった と思 いますが.ニ ー.ズを満足させるために リコーさんにはあれこれ難題 を

出 しま した 。そんなことがで きるはずが ない どい うハー ド屋 さんをなだめなが らなんとか作 り上

げま した」 〔上村雅之〕,前 掲論.文(注8),92ベ ージ。

12)玩 具メー カー他 社が ファ ミコンのCPUを 突 き.1F.めるのに発売後1年 程度の時間 を要 したとい

う。 ファ ミコン開発に当た らて山内が出 した条件 の..一つ は 「少 な くとも1年 間は他.杜が 価 格的,
技術的 に)真 似で きない もの」 という ことであった.高 僑健二 「任天堂商法の秘密 いかに して
"子供の'らべ'を掴 んだカ,,祥f云寧1:.1986年,146ペ ージ曽
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第1表 フ ァ ミコ ン設 計 当 初 の本 体 仕 様

① 本体 に は キー ボ ー ドをつ け な い.

② パ ソ ゴ ンイ メ ー ジか ら抜 け 出 す

.③.ゲ ー ム 専用 機 で あ るが オモ チ ャ 見除 く

④ コ ン トロ ー ラ ー は二 人 用 で.で きれ ば 本体 へ の 収納 を考 慮 す る

⑤ROMカ セ ッ トの 寸法 は ア ナ ロ グ.・カセ フ ト ・テー プの 大 き さ とほ ぼ 同 一

とす る

⑥ 本 体 に4J:ROMカ セ ・ ト用 コ ネ ク タ,電 源 ス.イ ・チ お よ.び コ ン トロ ー

ラ ・コ ネ ク タ,ACア ダプ タ ・ジ ャ ック.

.⑦ コ ン トロ ー.う に は,ジ ョイ ス テ ィ ッ ク ・ レバ ー と2個 の 決 定4<タ ン,ス

ター ト ・ボ タ ン,ポ ー ズ ・ボ タ ン

出所.:高野雅晴 「ファミコン開発物語 〔第8回)フ ァミコン誕生.家 庭用ゲーム機の代名詞

に」『日経エレクトロニクス」第{i26号,1995年1月,103一 ジ。

このLSI開 発 過 程 で任 天 堂 が リ.コ一側 に 出 した 条件 が2、000円 以 下 とい う価

格 で あ った1こ れ は 当時 と して は破 格 の 値段 で,リ コー も簡 単 に は承 諾 で き る

もの で は な い 。 そ こで 任 天 堂 は2年 間 で300万 個 とい う破 格 の 購 入 数 を 保 証 し,

.この 要 求 を 実現 す る ので あ る。

LSIの 仕 様 が 確 定 した 段 階 で リ コー の技 術 者 が 回 路 図 を 描 き,任 天 堂 と共

1司で 試 作 機 を 製 作.した が,そ の 性 能 は 十分 な もの で あ った'%そ れ を う け,.

1982年10月 頃 か ら本 体 仕 様 の検 討 が 始 ま った 。 第1表 は この 時上 村が ま とめた

フ ァ ミコ ンの 基 本仕 様 で あ る 。現 実 の製 品 は必 ず し も この 通 りで は な いが,こ

の 段 階 で 明 瞭 に 意識 さ れ,そ して実 際 の製 品 で も貫 徹 され て い る視 点 は ゲ ー ム

専 用 で あ る とい う こ とで あ る 。 ゲ ー ム をす る上 で 必 要 な 要 素 には 高 質 の もの を

配 し,不 要 な もの は 全て 廃 す る。 これ ら は先 述 したCPUやPPU.に つ い て も

同 様 で.後 に 市場 で の 強 力 な競 争.カを生 み 出す 大 き な一 国 と な る14)。

製 品 の 全 体 像 が.見え 始 め て くる の は1983年 の春 で あ った 。 名.前はホ ー み コ ン

13)高 野 雅 晴 「フ フ ミコ ン開発 物 語(第8回)7ァ ミコ ン誕 生,家 庭 用 ゲ ー ム機 の代 名 詞 に」 匠日

経 エ レ ク トロニ クス」 第626号,.1995年1月,99ペ ー ジ。

14)限 られ た 色 数 の 中 で 必 要 な 色 とい っ た ゲ ー ム デザ イ ン に関 わ る機 能 の 選 別 に は 宮 本 の よ うな デ

ザ イ ナ ーが 直接 関 わ っ た.相 田 洋 ・大 塙 敦 『ビデ オ ・ゲー ム ・巨 富 の攻 防上(新 ・電 子 立 国 第4

巻),口 本放 送 出版 協 会,1997FF,283-287ペ ー ジ.
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ビ ュ ー タ で も パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で も な い 家..庭用 コ ン ピ ュ ー タ とい う こ と

で.「フ ・ミ リー コ ンピ ・一 夕」 と な つ孝 ・

III「 フ ァ ミコ ン ブ ー ム」

フ ァ ミコ ンが 市 場 に登 場 した1983年.日 本 の家 庭 用 市 場 は激 しい シ ステ ム問競

争 下 に あ った 。 既 にマ イ ク ロ ブ 白セ サ を使 用 した 製 品 が 市 場 に登 場 し釦家 庭 用

汎 用 型 ビ デ オ ・ゲ ー ムの 時代 が幕 を 開 け てい た。 第2表 は 当 時 発売 さ れ て い た

主 な製 品 の 一 覧 で あ る。 フ ァ ミ コ ンは こ の 中で ほ ぼ 最 後発 で あ るに も関わ らず,

競 合 を ス.テムの ほ とん ど全 て を市 場 か ら駆 逐 し事 実 上 の独 占状 態 を築 くので あ

る。

当 時 の 家庭 用 市 場 に登 場 した 製 品 は大 き く2つ に分 け る こ とが で ぎる。 第1

第2表 ファミコン発売 当時の主 な家庭用ゲー ム機一.一覧

発売年 製 品 名 発 売 メ ー カー 価格 CPU

....一

1981 カ セ ッ トビ ジ ョ.ン エ ポ ッ ク 13,500 4bit

1982 イ ンテ リ ビジ ョ ン バ ン ダ イ. 49,800 16bit

オ デ ッセ イ2 北 米 フ ィ リ ップ ス. 8bit

ぴゆう太 ト ミー.工業 59,800 ユ6hit

ク リ エ ー トピ ジ ョ ン チ ェ リ コ 54,800

.

M5 ソ ー ド 59,800 8bit

ゲー ムパ ソ コ ンM5 タカ ラ 59,800 8bit

マ ッ ク ス マ シ ー ン コモ ドー ル ジ ャパ ン 34,800 8bit

ダ イナ ビ ジ ョ ン. ヤマギワ電気 49,800 16bit

1983 アル カデ ィ ア バ ン ダ イ 19,800 8bit

ア タ リ2800 ア タ リ 24,800 8bit

ぴ ゆ う太 ジ ュ ニ ア ト ミー 工 業 ユ5,200 16bit

SC・300 セ ガ ・エ ン ター プ ラ イゼ ズ 29,800 8bit

SG-300 セ ガ ・エ ン ター プ ラ イゼ ス .15,000 : 8bit

フ ァ ミ リ ー コ ン ピ ュ ー タ. 任天堂 141800 8bit

PV-100〔} カ シオ 14,500 8bit

PV-2000楽 が き. カ シ オ 29,800 8bit

出所=諸 資料 より筆者作成.
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に キ 昭 ボ ー ドと簡 単 な プ ロ グ ラ ミン グ機 能 を備 え た低 価 格 な初 級 パ ソ コ ン と し

て 位 置 づ け た3ん5万 円 台 の 製 品 で あ る。 ト ミー 工 業 の 「ぴ ゆ う太 」 や コモ

ドー ル社 の 「マ,ク ス マ シー ン」 な どが これ に あ た る。 当時 ゲ ー ム機 は玩 具 と

.レて は 高価 格 品 で あ った。.そ こで パ ソ コ ン と して の側 面 を持 たせ る こ とに よ り

そ の 高 価格 を正 当 化 しよ う と考.えた の で あ る。 また 当 時 は パ ソコ ンに注 目が 集

ま り始 め た 時期 で もあ り,ゲ ー ム以 外 の用 途 に よ って市 場 を拡 大で きる と考 え

られ た。.第2に ゲ ー ム 機 に特 化 した1-3万 円倉 の 製 品 で あ る.。バ ン ダ イの

「ア ル カデ ィ ア」 や セ ガの 「SG-1000」 等が これ に あ た る。 しか しそ の どち ら

も フ ァ ミコ ン に勝 つ こ とはで きなか った 。

1983年7月2ユ 目 フ ァ ミコ ンは発 売 され た。 しか し発 売 後す ぐPPUの バ グが.

発 覚 し出荷 停1Lと な り,結 果83年 中 は44万 台 の 販 売 に と ど ま る。 本 格 的 に奉 れ

出す の は発 売 後3年 目で,1年 で350万 台 を 販 売 す る 。 以後 毎 年300万 台 の販 売

を維 持 し,87年 には お よそ 累 積1000万 台 とい う単 一 の商 品 で は驚 異 的 な販 売 台

数 を実 現 す る の で あ る'%.そ れ と と もに苦 境 に 陥 っ てい た リ コー の半 導 体 事 業

も急 激 に好 転 し,当 初5年 はか か る とみ られ て い た 黒 字 転 換 を4年 で 達 成 す

る 。

フ ァ ミコ ンが 競 合 他 社 の 製 品 との競 争 に打 ち勝 ち,こ れ だ け驚 異 的 な販 売 を

実現 した理 由 は様 々 あ るが,ほ ぼ 次 の3点 に ま とめ られ る こ とは共 通 の見解 で

あ ろ う。 第1に ハ ー ドの 高機 能,第2に 低 価 格,第3に 優 れ た ソフ ト群 で あ る。

確 か に この よ うな評 価 は正 しい と言 え る。 しか し,こ れ まで の考 察 をふ ま.える.

と不 十分 な評 価 と言 わ ざ る を得 ない 。

フ ァミコ ンの 開発 過 程 を追 って み る と,フ ァ ミコ ン とい う製 品が 技 術,ソ フ.

ト,開 発 ス タ ッフ とい った 様 々 の点 で 家 庭 用 よ り.も業 務 用 と 密接 な関 わ りを

持 って い た こ とが見 て とれ る。 フ ァ ミコ ンが 市 場 に投 入 さ れ よ う と してい た 時

期 は,前 編 で見 た よ うに,業 務 用 で ス プ ラ イ ト方式 とい.う決 定 的 な技 術 革 新 が

15)上 村雅之 「ファミリーコンピュータへの進出」「発明」1987年.9月,.42ページ。
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起 こ り,そ れ を必 要 不 可 欠 と した新 しい ゲ ー ムが 業 務 用 市 場 に既 に多 く登 場 し

て い た時 期 で あ っ た。 フ ァ ミコ ンを 開発 した の は ま さ に この 時 期,一 時 的 で は

あ っ たが,業 務 用 の 開発 を行 って い た 開発 第2部 の 技 術 者 た ち で あ った 。 彼 ら

は ス プ ラ イ ト方 式 とい う業務 用 の最 先 端 の技 術 を十 分 に 自社 に取 り込 み,当 時

と.して は最 先 端 の 業 務用 バ ー.ドを実 現 して い た 。 そ の.一方 で ハ ー ドの 高 価格,

魅 力 を欠 くソ フ トに よ る失 敗 を経 験 し,そ の 解 決 策 と して ドンキ ー コ ング とい

うソ フ トを獲 得 す る。 これ は ア クシ ョ ンゲ ー ム とい う新 しい ジ ャ ンル の ゲ ー ム

で あ る と と も に,ス プ ライ ト処 理 方 式 な しには 実 現 で きな い とい う意 味で 技 術

革 新 以 降 の 標準 を十 分 に満 た した ソ フ トで あ った 。 しか しハ ー ド的 に は 当時 の

最 先 端 で あ った レー ダー ス コー プの 基 盤 の 機 能 を 削.って も十分 実 現 で きる ソフ.

トで あ った 。 この よ うな技 術,経 験 ソ フ ト,人 材 とい う基礎 を 元 に フ ァ ミコ

ンの 開発 は始 め られ る ので あ るが,そ の 目標 は ドンキ ー コ ング を家 庭 用 で 再 現

す る とい う形 で,「 業 務 用 の家 庭 用 で の再 現 」 とい うこ とが 明 瞭 に 意 識 され て

い た。 そ の た め の専 用 の 画像 用 プ ロセ サ の 開発 に よ り,当 時 と して は非 常 に美

しい画 像 を滑 らか に動 か す こ とが で きた 。

.,ス プ ラ イ ト処 理 方 式 の 登 場 に よ って 家庭 用 と業 務 用 の ギ ャ ップ は大 幅 に拡 大.

した。 業 務 用 メ 蒜 カー か ら.スプ ライ ト方式 を利 用 して 開発 され た ビ デ オ ・ゲー

ム は これ まで に は ない 新 しい 楽 しさ を,そ して80年 代 に本 格 的 に普 及 し,多 く

のユ ー ザ ーの 心 をつ か む 面 白 さ を 消 費 者 に提 供 す る こ と を可 能 に した カ㍉ ドン

キ ー コ ング は ま さ にそ の よ うな ゲ ー ム の一 つ で あ っ た。 そめ よ う な状 況 下 にお

い て 当 時 の ゲ ー ム機 が よ.り.よい 家 庭 用 を 目 指 して 開 発 さ れ て い た の に対 し,

フ ァ ミコ ンは業 務 用 とい う水 準 か ら機 能 を必 要 最 小 限 に削 っ℃ い く こ とに よ っ

て 開発 さ れ た ハ ー ドで あ っ た(第1図)。 そ の 意 味 で 言 え ば,フ ァ ミコ ン とい

うハ ー ドは そ の 開 発 に お い て他 の ハ ー ドと根 本 的 に異 な るハ ー ドで あ った ので

あ る。 そ の た め そ の ハ ー ド..ヒで 当時 の,そ して 以 後 数 年 間 業務 用 と フ ァ ミ コ ン

の 問 の ギ ャ ップ が大 き く開 くまで の 問,ゲ ー ムセ ン ター で 人 気 の ソ フ トが か な

りの 再 現 度 で動 く こ とを可 能 に し,業 務 用 との ギ ャ ップの拡 大 に よ る 陳腐 化 を
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第1図 フ ァ ミコ ン開発 の イ メー ジ

業務用 ビデオゲームの進化

＼ ファミコンの開発力.向.

その他の家庭用ゲーム機の開発方向

∠
/.

家庭用ビデオゲームの進化

出.所:諸資.料より筆者作成。

防 ぐ こ とに な った の で あ る励。 これ は 当 時 の ユ ー ザ ー た ち に と って 重 要 な賎 人

要 因 の 一つ で もあ っ た。

に もか か わ らず1万4,800円 とい う,性 能 を考 え れ ば 驚 異 的 な低 価 格 を実 現

した の は,徹 底 した コ ス トダ ウ ン と と も に,ハ ー ドで十 分 な利 益 が 得 られ な く

て も ソ フ トが利 益 を もた らす とい う認 識 で あ った 。 ハ ー ドか ら利 益 が 出 な くて

も,そ れ を購.入 した 消 費 者 が 多 数 の ソ ツ トを購 入 す る こ とに よ って トー タ ル

と して 多 額 の 利 益 を得 る こ とが で き る。 そ の 意 味 で い え ば,任 天 堂 は 家庭 用

ビデ オ ・ゲ ー ム 産 業 が ハ ー ドと ソ フ トが 融 合 した 産 業 で あ る こ とを認 識 して

い たL%

フ ァ ミ コ ン が ハ ー ド の 高 機 能,低 価 格,優 れ た ソ フ ト に よ っ て 成 功 を 収 め た

16)例 えば 蛉85年 に ナ ム コ社 が 開発 し,大 ヒ ッ トした 業 務 用 ビデ オ ・ゲ ー ム に 「ゼ ビ ウス」 とい う

製 品 が あ る。 これ は 非 常 に 美 しい 画面 や 内容 の点 で 以 後 の ビデ オ ・ゲ ー ム の 手 本 と もい うべ き製

品で あ った.6つ ま り ソフ ト的,ア イ デ ア 的 に それ 以 前 と重 要 な 画 期 をな す もの で あ ったが,ハ ー

ド ・技 術 的 に はス プ ライ ト方 式 で構 成 さ れ て い る こ と に は変 わ りな く,ド ンキ ー コ ンダ と同..・線

上 に あ る製 品で あ った 。 そ の た め ドンキ ー コ ング の再 現 を可 能 に した フ ァ ミ コ ンは ゼ ビ ウス 登場

以前 に作 られ てい た ハ ー ドで あ った に も関 わ らず,当 時 の高 額 なパ ソ コ ンで も不 可 能 で あ ワた ゼ

ビウ ス の再 現 を 訂1.能に した の で あ る 。 この よ うな事 例 は フ ァ ミコ ンの 高 機 能 な イ メー ジを 十 分広

め る と と もに,ハ ー ドの 普 及 の 加 速 に役 立 っ た とい え る。

1の 「ハ ー ドウ ェ アで 大 き な利 益 を あ げ られ な くて も我 慢 して ほ しし.・。 マ シー ンは ソ フ トウ ェア を

売 る た め の 手 段 にす ぎな い 。 金 を も う け る の は ソフ トウ ェ ア で す 」。Skeff,D..伽 型N加 熱 ぬ

2嘩 ゴαηA〃2副``mノ ノ忌4臨 ワ,CapturedY.rDollars,andEnslaeredYourChddrers,NewYork,

RandQmHous馬Inc.,1993,pp.34-35.(篠 原 慎 訳 『ゲー ム ・オー バ ー 任 天 堂 帝 国 を 築 し}た 男 た

ち』 角 川書 店,1993年,38-39ベ ー ジ)。
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の は事 実 で あ ろ う。 しか しそ れ を よ り正確 に表現 す るな らば,.卜 分 な ス プ ラ イ.

ト処理 能力 を有 して いた こ と,そ れ に豊 富 な色 数 を加 え て 当時 の業 務 用 と比 較

して遜 色 の ない ハ ー ドの 性 能,当 時 の業 務 用 と比 較 して遜 色 の ない 優 れ た ソ フ

ト,そ して 当時 め家 庭 用 と比較 して 十分 な低 価 格,と い うこ とにな る。 フ ァ ミ

コ ンが それ を実 現 した の は よ りよ い家 庭 用 ビデ オ ・ゲ ー ム機 を開 発 し よ う とす

る ので は な く,技 術 革 新 を経 た後 の業 務 用 ビデ オ ・ゲ ー ム を家 庭 用 に 転換 しよ

う とい う開 発 姿勢 で あ り,そ の こ とを可 能 に した の は,こ の 最 も重 要 な 時期 に

お け る業 務 用 で の 蓄積 で あ った。

た だ こ こで 注意 しな けれ ば な ら ない の はハ ー ドの 高 機 能 とい うの は ソ フ トの.

質 に影 響 を与 え る点で 意 味 を持 つ とい うこ とで あ る。 また 低価 格 につ い て もソ

フ トが 売 れ,利 益 を与 え て くれ る点 にお い て 実 現 可 能 な の で あ る。 フ ァ ミコ ン

.の様 な ゲー ム専 用 機 で はバ ー.ドは ソ フ トの 再 生 以 外 に は何 の機 能 も実 現 しな い。

シ ステ ム全 体 の使 用 価 値 はい か な る ソ フ トが 再 生 さ れ るか に よ っ て決 ま るの で

あ る。.スプ ラ イ ト方 式 を十 分 な 形 で 取 り込 ん だ こ とは 当 時 の家 庭 用 ゲ ー ム機 が

満 た さ な けれ ば な ら ない 必 要 条 件 で あ った 。 だが,そ れ は それ まで と は違 った

新 しい,業 務 用 と比 べ て 遜 色 の な い ソ フ トを提 供 す る こ と を可 能 に した に過 ぎ

な い ので あ り,実 際 に優 れ た ソ フ トを 供給 で きるか ど う.かは別 の問 題 で あ る。

宮 本 茂 とい う優 れ た デ ザ イナ ー の 登 場 もあ っ て,初 期 に は 自社 で 全 て の ソ フ ト

を供 給 してい た 任 天 堂 だ が,そ の 数 的 限界 は 明 らか で あ った 。 そ こで 任 天 堂 は.

他 社 に よ る フ ァ ミコ ン向 け ソ フ トの 供給,す なわ ちサ 「 ドパ ー テ ィ7の 存 在 を

認 め る こ と にな る。 そ の 過 程 で任 天 堂 は独 特 の ラ イ セ ン ス ・メ カニ ズ ム を構 築

して い くの だ が,そ れ に つ い て は ビデ オ ・ゲ ー ム産 業 の発 展 過 程 と して稿 を改

め る こ と にす る。

以 トの よ うに筆.者は フ ァ ミコ ンの 開発 過 程 とそ の 成 功 要 因 を考 察 し,そ こ に

は 家 庭 用 内 部 の み に留 ま ら な い業 務 用 と の密 接 な 連 関 が あ る こ とを 明 らか に し

た 。 そ こで次 節 で は こ れ まで の考 察 を総 合 して,ビ デ オ ・ゲ ー ム産 業 の形 成 過..

,.程 の 全 体 像 を描 き出す こ と にす る。
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IV総 括 ビデオ ・ゲーム産業の形成過程

第2図 は 前編,前 々稿 及 び本 稿 の考 察 を もと に,ビ デ オ ・ゲ ー ム産 業 の歴 史

を米 国,日 本 家 庭用,日 本 業 務 用 と並 列 して 年 表 化 し,同 じ基準 か ら時 期 区分

し,色 分 け した もの で あ る。 各事 象 の 関係 を明 瞭 にす るた め,主 な他 へ の影 響

を矢 印 で 示 して あ る。 ま た 本稿 考 察 対 象 外 で あ る1980年 代 後.半か ら現 在 にか け

て も表 示 して い る。 第1期 は マ イ ク ロ プ ロセ サ 以 前 期,第2期 はSbitCPU前.

期,第3期 は8bitCPU後 期,第4期 は16bitCPU期,第5期 は32bitCPU以

上 期 で あ る。.ただ し業 務 用 に関 して は そ の よ うな単 純 な区 分 は困 難 で あ るの で,

当 該 業 務 用 ビデ オ ・ゲー ムが 主 に 移植 され た家 庭 用 ビデ オ ・ゲ ー ム と同 時期 に

区分 して い る。

この年 表 を一 見 してわ か る こ とは,第.2期 以 前 は米 国→ 日本 業 務 用 → 日本 家

庭 用,も し くは米 国一・日 本 家 庭 用 とい う流 れ で新 技 術 が 導 入 され てい るが,第

3期 以 降 は 日本 業 務 用 → 日本 家 庭 用 → 米 国 とい う流 れ に転 換 して い る こ とで あ

るL8〕。 この 点 を 持 っ て筆 者 は 第2期 か ら 第3期 へ の 移 行 過 程 で 日米 ビデ オ ・

ゲ ー ム 産 業 の逆 転 が 起 こ った と考 えて い る。 この よ うな 日米 逆 転 を実 現 す る決

定 的 な 要 因 とな っ た.もの こ そ ス プ ラ イ ト方 式 とい う新 しい動 画 処 理 方 式 の採 用

で あ った 。

ビデ オ ・ゲ ー ム は ス ペ 」 ス イ ンベ ー ダ ー.とい う ソ フ トに よ って そ れ.まで に は

18)波 及や流れという表現は誤解を招くかもしれないが,筆 者はビデオ ・ゲーム産業をある区分か

ら他の区分へ一方的にハード,ソ フト含めた技術が波及するという単純な過程としてとらえてい

るわけではない。しかしある時期の決定的な要素を取 り出せばこの年表のように単純化できると

考え七いる。またこのように家庭用と業務用の連関を強調するζ.とはそれぞれの市場の独自性を

過小評価しているように思われるかもしれないが,家 庭用,業 務用の独自性が大きくなったのは

ファミコンの普及以降,特 にロールプレイングゲームやアドベンチャーゲーム.といワた,業 務用

では困難な時間をかけて楽しむゲームが ・般化して以降,ま たファミコンブームによる業務用の

不振から大型筺体等が業務用市場に登場 して以降であ り,それは80年代後半である。それ以前は

家庭用,業 務用のソフトはかなり共通性をもっており,形成過程の考票においては特に重視され.

る必要があるのである。今後発展過程を考察する際にはこのような独自性も十分考察しなければ

ならないであろう。しかしその際もまた依然として業務用と家庭用は移植を通してソフトを共有

する点も多 く,そのような移植ソフ トは.各部面での独自性の発展により相対的重要性は低くなっ

たとはいえ,決 して重要性を失ってはいない。
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第2図 ビデオゲーム産業連関図
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注:家 庭用 に関 してはCPUの 処理能 力に よって 国分,業 務用 につい ては そのよ うな単純 な区分

は困難なので,当 該業務 用 ビデオ ・ゲームが 〒三に移植 された家庭用 と同時期に区分 している。

日本業務用 において黒で区分 され てい る時期 はス プライ ト方式 とい う技術革新の業務用 内部

での波及を強調するための もの。時期 区分 としては第3期 に入る.、、
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ない 全 く新 しい娯 楽 と して 確 立 して い く可 能性 を手 に入 れ た。 しか しそれ は ま

だ 可 能性 に過 ぎず,フ ル グ ラフ ィ ックス 方 式 に依存 す る限 りスペ ー ス イ ンベ ー

ダー とい う ソ フ トはす で に..つ の限 界 で あ った と筆 者 は考 え てい る。 それ は家

庭 用 にお い.ても同様 で あ っ た。.その 意 味 で は,こ の 時点 で は ビデ オ ・ゲ ー ム は

広 範 な市 場 を 獲得 して い た とはい え1決 定 的 な限界 を有 して い た ので あ る。 そ

の 限 界 を 越 え て ビデ オrゲ ー ムが 現在 の よ う に様 々 な ジ ャ ンル に 及ぶ 独 自 の娯

楽 と して確 立 して い く こ とを可 能 に した の は ス プ ラ イ ト方式 とい う新 技 術 の登

場 で あ った.。.スプ ライ ト方 式 の登 場 に よ って 初 め て ビデ オ ・ゲ 」 ム は 多 くの ア

イデ アを 実 現 し,.様 々 な ソ フ.トを 開発 す る こ とが で き るよ うに な った ので あ る。

そ れ は 業 務 用 に お い て ば1979年 の ギ ャ ラ ク シ ア ン に よ っ て,ま た 家 庭 用 で は

フ.アミコ ンに よ って実 現 さ れ た ので あ り,そ の 意 味 で ビデ オ ・ゲ.一ム 産業 は こ

の].978年 か ら80年 代初 頭 にか け て.,完.全 に確 立 した と筆 者 は 考 え る ので あ る。

そ の こ と を示 す の が 第2期 か ら第3期 を区 分 す る左 下 が りの太 線 で あ り,そ れ

以 前 を形 成 過 程,以 後 を発 展 過 程 と区分 した の で あ る。

70年 代 末 に 日本業 務 用 で 起 こっ た動 画 処 理.ヒの技 術 革新 去 ス プ ラ イ ト方 式 の

採 用 は,そ の 後 の.ビデ オ ・ゲ ー ム を規 定 す る決 定 的 な革 新 で あ った。 これ は 日

本 家 庭 用 へ と波 及す るが,当 時 の標 準 的PPUや 価 格 に限 定 され た 不 十 分 な も

ので あ った 。 また 家庭 用 市場 のみ に基 盤 を もつ ト ミ.一や バ ン ダ イ とい った メー

カー は業 務 用 市場 と家 庭 用 市 場 を独 立 して と ら え,そ の 問 の競.争関係 を無 視 し

た 家 庭 用 市場 内 部 で の競 争 関係 のみ に規 定 され て い た た め,業 務 用 との ギ ャ ッ.

プ を拡 大 させ る こ とに な った。 この よ うな製 品 を 日本 の消 費者 は選 択 しなか っ

た 。 従 って どれ も非常 に少 な い販 売 台 数 に と ど ま って い た 。

.一方 任 天 堂 は この70年 代 末か ら80年 代 初 頭 にか けて の 決定 的 な 時期 に業 務 用

市 場 に参 入 して い た 。 そ の た め この技 術 革 新 は 自社 製 品 の業 務 用 市 場 で の競 争.

相 手 とい う意 味 で も直接 的 に受 け とめ られ た 。 そ の よ うな業 務 用 で の経 験 を積

んだ 任 天 堂 に と って,当 時 の家 庭 用 ビデ オ ・ゲー ムの.質は決 して 満足 の い く も

ので はな か った 。 そ の た め任 天 堂 は フ ナ ミコ ンの 開 発 にあ た ゲ ζ,他 社 製 家 庭.
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用 ビデ オ ・.ゲ「 ムで は な く ドン キ.一コ ン グ とい う 自社 製業 務 用 ビデ オ ・ゲ ー ム

を 目標 とす る ので あ る。 そ の点 で は 任 天 堂 の競 争 相 手 は他 社 製 家 庭 用 ビデ オ ・

.ゲ ー ム機 で は な く,当 時 の 業 務 用 ビデ オ ・ゲ ー ム機 で あ っ た。 そ の点 で 筆 者 は

フ ァ ミコ ンが 市場 で 受 け入 れ られ た 決 定 的 な 要 因 は,ハ ー ドと ソフ トを.含め た

業務 用 技 術 の吸 収 と,そ れ に よ り業 務用.と家 庭.用の 間で の競 争 関係 にお い て も,

少 な く と も当 時 の段 階 で は,ま た 発 売 後 数 年 間 は競 争 力 を有 して い た こ と に

あ っ た と考 え る。 一 方 業 務 用 との競 争 に敗 れ た競 合機 手 は市 場 か ら消 えて い っ

た ので あ る。

こ の時 期 米 国で は ア タ リ社 の 急 激 な経 営 悪 化 と家 庭 用.市場 の 急 激 な縮小 とい

う.状況 に 陥 った 。 当 時 の ア タ リ社 は前 々稿 で 考 察 した よ う.に,内 部 に様 々な 問

題 を抱 え 当時 の米 国家 庭 用 市 場 に.卜分対 応 で きて は い な か った ⊥㌔ しか し同 時

に そ の よ う な ア タ リ社 が 参.大して い た ア タ リ杜 製 ハー ドを 中心 と した 米 国 の 巨

大 な家 庭 用 市 場 は,技 術 革 新以 前 に構 築 され た シ ス テ ムで あ った た め,技 術 革

新 以 降 業 務 用 との ギ ャ ップが急 激 に拡 大 して い った.。そ の 点 で 旧式 の シス テ ム

は80年 代 に入 って 急 速 に 陳腐 化 して い くので あ る。 業 務 用 の技 術 革新 を取 り込

み得なかったアタリ社製システムで嫉 もはや業務用と競争㍗を持つ ソフトの

開 発 は不 可 能 で あ った に違 い な い6当 時 米 国 業 務用 ビデ オ ・ゲ ー ム は十 分 そ の

市 場 規模 を維持 して い た。.その よ うな新 しい 業 務用 ビデ オ ・ゲ ー ム の面 白 さ に

触 れ た 消 費 者 は た とえ ア タ リ杜 製 の ハ ー ドを所 有 して い て も,も はや ソ フ トを

購 入 し利 用 す る こ とは な くな っ てい った と思 わ れ る。 ア タ リ社 の 当時 の経 営 姿

勢 は そ の よ うな市 場 を 的確 に認 識 し,ハ ー ドリ更 新 に よ りそ の変 化 に対 噂 して

い く こ とを大 き く妨 げ る ので あ る。 また次 世代 機 も,ア タ リ社 製 シ ス テ ム に対

して は競 争力 を有 して いて も,日 本 と同様 業務 用 で の技 術 革 新 が ト分 取 り込 め

19)ア タ リシ ョックとい う言葉は最初 アタリ社 の経営悪 化によるワーナー社 の株価暴落 を指す言葉

.r.で あ った。平林久和,赤 尾晃..『 ゲー ムの大學」 メデ ィアフ ァク トリー.ユ996年,56ペ ー ジ。 こ

貯 のように限定すればそめ原因は,前 々稿で考察 した ようにアタ リ仕 の経営その ものに求める こと

もで きる。 しか しその ように考 える とその後 の米国家庭用 市場の崩壊 とい う結果 をうま く説明す
一疋'る

ことがで きない。.
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ず,業 務用と比較して劣るものであった。そのため消費者に決定的には受け入
炉 一'

れられず,米 国家庭用市場は80年代初頭に急激に縮小 していく勘。

ビデ オ ・.ゲー ム 産 業 に お け る80年 代 初 頭 とい う時 期 に 関す る筆 者 の評 価 は,

蕃 「業務用で起こったスプライ ト方式という動画処理上の技術革新 とそれに対応

す る ソ フ トの 日米家 庭 用 へ の波 及 過 程 で あ る」 と見 る こ とに あ る 。 そ して こ の

過程は,業 務用 と家庭用 という競争関係に大きく規定されて,様 々な様相を呈

することになった。当時業務用市場に参入していた任天堂はその革新を完全に

妻'

2の 米国家庭用 市場の崩壊を こ霞よ うに評価 するこ とは異 論があ るか も しれな.い。 しか し質の悪い

ソフ.トの粗製濫造によ っては,特 に市場崩壊 の時期 と急激性す なわち信用崩壊の.同時性を説明す

ることは圃難 に思われる。そのよ うな視点 に立つ とどう しても 「個 々バ ラバ ラに異な る質の悪 い

ソフ トを買い続 けたユーザーが,あ る口突然皆1同時 にゲームに対す るや る気を失い ソ7ト を買う

のをやめた」 と考えざ るを得 ないのである。ユーザ ーの購入 しだ ソ7ト に対す る評価が市場 崩壊

の決定的 な要因である ことは間違いない。 しか しソフ トの売れ行 きに は偏 りがある。売れた ソフ

トしかユ ーザーの心理に影響 を与えない とす れば,当 時 のヒ ット作 こそ,そ の影響の大 きさから

重視 され るべ きであ る.そ のよ うな意味で いえば,当 時 業務用市場は依然十分な収益を確保 して.

いたのであ り、その ような業 務用市場 か ら人気 ビデオ ・ゲームが当時家庭用に多 ぐ移植されてい

た。 これ らは当然 業務用での ヒッ トを受 け,家 庭.用で も多 くを売 り ヒげ る人気 ソフ トであった。.

「わずか な例外 をのぞ き,産 業の最 も売れ るカー トリッジはヒ ットした コイン式ゲー ムの移植 で

ある」(WarnercommunicationsInc.,AnnualReport,1弼2,p.13)。 つ ま り市場 崩壊 という激 し

い現象 を,ま たその急激性を説明す るにはこのようにユ ーザーの多 くが同時に購入 した人気 ソフ

トの質の悪さ に着眼する必要がある と考 えられる。 これ らは業務用においてそのお もしろさを証

明 されてお り,つ ま りゲーム性の点 では決 して質の悪い ソフ トではなか ったのである。その意味

で はこの ような ソフ トに限れば,質 の悪 さ とはゲームの アイデ アに代表 される ソフ トの問題 では

な く移植の質,つ ま り技術 上の問題 であ ったと思われ る.そ の ような ソフ トの決定的な もの とし

て,筆 者は 「パ ックマ ン、 を考えてい る。パ ックマ ンは 日本 で も大 ヒ ットした業務用 ビデオ ・

ゲームであ るが,米 国で は特に大 ヒ ット.した製品であ る。 そのため,当 然198'2$一に.ア.タリ社 製

ハ ー ドに移植 され非常 に多数の カー トリッジが販売 された。 「ナム コ社か らライ七 ンスされ たア

タリ杜 の 「Pac.Man」 は1982年 の家庭 用 ビデオ ・ゲーム産業 において もワと も成功 したカー ト

Ilッジであ る1〔WarnerCo㎜u血cad。nsInc .,AnnualRep岨,1982,p.13)。 ア タリ社 の1982年

の第4四 半期の後退 を補 って.あま りある過去最高の業績 はパ ックマ.ンに よワて もた らされた と

言 って よい。 しか しパ ックマ ンの評価 は決 して高 くはなか った。 これ は移植 しンセ技術 蓄の問題 も

あ ろ うが,よ り重要 な ことはパ ックマンが ギ ャラクシ.アン以 降の製品で ある こと,ア タリ社 の

ハ ー ドがそれ以前の ものであるこ とを考 えれば,本 稿が示 した ようなハー ドの限界が重要な要因

で あったと思われ る。 ア タリショックの急激性 と時期 を考 えれば..パ ックマンのよ うな当時 の

ユ ーザーの多 くが購入 し,質 の悪か った ソフ トをよ り重視すべ きであ り,ア タリシ ョックがパ ・ノ

クマ ンの発売の直後である ことを考えれば このソフ トが消費 者壷理に,ま たア タリショックに果

た した役割は大 きい と思われ る。そのよ うな観点 に立てば,業 務用 との ギャップの拡 大による家

庭用ハー ドの陳腐化によって米国家庭用市場 の崩壊 を説明す ることは十分説得力を持 つ とともに,

従来の説 とも矛盾 しない と考 える。
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自社 シス テ ムに取 り込 む こ とが で きた 。一 方 そ れ を実 現 で きなか った シ ス テ ム

.は市 場 か ら駆 逐 さ れ て い っ た。 米 国 で はす で に技 術 革新 以 前 に構 築 され た シ ス.

テ ムが市 場 に広 範 に普 及 してい たた めそ の 陳腐 化 と市 場o崩 壊 とい う非 常 に激

しい様 相 を呈 す る と と とな った 。 一 方 日本 で は,.こ の時 期 初 め て汎 用 家 庭 用 ビ

デ オ ・ゲ ー ムが登 場 した た め,た だ 消 費 者 が そ れ を受 け入れ なか った とい う比

較 的 静 か な過 程 に と どま っ た。 フ ァ ミコ ンの登 場 によ り初 め て業 務 用 と競 争 し

う る家庭 用汎 用 ビデ オ ・ゲ ー ムが 誕 生 した が,そ れ は フ ァ ミコ ンの米 国進 出 に

よ って 米 国 に も波 及 して い った 。 これ に よ って ビデ オ ・ゲ ー ム産 業 は確 立 した

の で あ る。 以 上 そ の こ とを示 す のが 第2図 の 第2期 か ら第3期 を 区分 す る太 線

で あ る。 そ の 点で い え ば,任 天 堂 が70年 代 末 か ら80年 代 初 頭 とい う決 定 的 な時

期 に 業務 用 市 場 に参 入 して いた こ と は80年 代 を通 して の任 天 堂 の圧 倒 的 な競 争

力 に と って重 要 な意 義 を持 った と考 え られ る。業 務 用 と家 庭 用 は ハー ド的 に も

ソ フ ト的 に も密 接 な 関わ りを持 って い るが そ れ は補 完 関係 だ けで は な く競 争 関

係 とい う側面 も持 って い る。 両 市場 へ.の参 入経 験 を持 って い た任 天 堂 の技 術 者

た ち は そ の 点 を フ ァ ミ コ ンの 開発 にお い て 克服 して い くので あ る2%

Vお わ り.に

筆 者 は前 々稿,前 編,そ して 本 稿 を通 しτ ビデ オ ・ゲ ー ム 産業 の形 成 過 程 を

考 察 した 。 そ れ は 同時 に,任 天 堂 が 家 庭用 ビデ オ ・ゲ ー ム.市場 に お け る独 占基

霜

礁.

肌〉 ただ し以上 の点 を考慮す ると,任 天堂の業務用市 場からの撤退 はフ ァミコン開発過程のよ うな

相乗効果 を放棄す ることにな ることか らも疑問が残 る。先取 りしてまとめ るな ら1980年 代後半か

ら90年 代初頭 にいた る約10年 間は大 きな技術 革新 ぽ起こらず,機 能 の強化 にとどまッていた。 ま

た家庭用 と業務用の差別化 も強 くな り任天堂は市場 での地位 を維持す る。 しか し90年代に入 って

業務 用で の リア ルタイム3DCG技 術 の採用 はそれまで にない立体 的な ビデオ ・.ゲームを登場 さ

せ た。それ は現在の次 世代機競争の巾で家庭用に波 及 している。 第6図 の第3期 と第4期 の境 界

で ある。 この過程では ファ ミコンの登場時期 と同 じよ うな状況が発生 したのであ り,そ の中で本

稿が考察 したような成功要因を実際に行 ったのがセガとソ」一で ある。つ ま り業務用,家 庭用 に

基盤 を持つ セガとそ して業務用 メー カーであるナムコと提携 した ソニー はフ ァミコン開発時の任

天堂 と同様 な相乗効果 を獲得 した。一方任天堂は業務 用市場 の撤退か らファ ミコン開発時の よ.う

な相乗効.果を自社内部で得 る.ことがで きず,そ れが 市場へ の出遅れ に繋が った と筆者は考えてい

る。 この点 につい『ζは今後の課題 として別稿 に譲る。

硝レ.
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盤 を形 成 す る過 程 で もあ った 。 以 後任 天 堂 は この独 占 を維 持 し,そ こか ら利 益

を抽 出 す る メ カ ニ ズ ム を80年 代 後 半 か ら構 築 して い く。 そ の過 程 を明 らか にす

る こ とは筆 者 の今 後 の 課 題 で あ るが,こ の よ うな メ カ ニ ズ ム は一 般 的 な独 占 に

基 づ く.とい うだ けで は な く,ソ フ トとハ ー ドが 結合 して初 め て使 用 価 値 を実 現

し うる とい う製 品特 性 を持 つ 「ソ フ ト=ハ ー ド産業 」 の独 自性 か ら くるの もの

で あ り.そ の鍵 を握 るの が 「S/Hイ ン ター フ ェー ス」 す なわ ち ソ フ トとハ ー

ドの結 合 条 件 で あ る とい う予 感 が 筆 者 に は あ る 。 そ して そ の よ う な点 にお い て

ビデ オ ・ゲ ー ム産 業 は単 な る娯 楽 を 越 え た 意義 を持 ち うる と考 え てい るの で あ

る。 しか し現 在 の筆 者 に は この 点 を 十 分 に 論証 す る用 意 が な い。 そ のた め には

80年 代 後 半以 降 の ビデ オ ・ゲ ー ム 産 業 の 包括 的 な.考察 が 必 要 で あ る。 ただ し,

そ の た め に は ビデ オ ・ゲー ム産 業 あ 形 成 過程 の考 察 は不 可 欠 で あ り,前 々稿,'

前 編,本 稿 は そ の課 題 に答 え る もの で あ った 。 そ れ と同時 に こ の よ う な.「ソ フ

ト;ハ ー ド産業 」 とい う概 念 規 定 が 妥 当 な もの か ど うか につ い て結 論 的 に断 定

す る に は他 の 産 業,例 えば コ ン ピ ュー タ産 業 やAV家 電 産 業 と い っ た,ビ デ

オ ・ゲー ム産 業 と同様 に ソ フ ト,ハ ー ド,「S/Hイ ン ター フ 土一 ス」 か らな

る産 業 を考 察 し,そ の.ような 産 業 間 の 共通 性,特 異 性 を考 察 す る こ とが なお 不

可 欠 で あ ろ う。 筆 者 の 今 後 の 研 究 生 活 を通 して の課 題 で あ る。


